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研究の概要 
東京大学史料編纂所が所蔵する在外日本関係史料マイクロフィルム 150 万コマ（約 20 か国 70 
機関以上）をデジタル化し、国内採訪史料や主要な編纂外交史料を搭載して、検索・閲覧可能 
なデジタルアーカイヴズを構築する。海外での補充調査の実施など、9 つの重点研究プロジェ 
クトを設け、マルチリンガル・マルチアーカイヴァルな日本史研究を推進する。 
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１．研究開始当初の背景 
東京大学史料編纂所では、1930 年代から

在外日本関係史料の調査・収集を開始し、戦
後は日本学士院の委嘱により、国際学士院連
合等の支援を得て、マイクロフィルムによる
収集をはかってきた（世界 20 か国・70 機関
以上から約 150 万コマ）。また近年は、先行
した研究において中国・ロシアに所在する日
本関係史料の調査・研究を推進し、国内採訪
史料を中心とするデジタルアーカイヴ化を
おこなってきた（約 500 万コマ）。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、この在外日本関係史料マイク
ロフィルム 150 万コマをデジタル化し、国
内採訪史料や主要な編纂外交史料集を搭載
したデジタルアーカイヴズを構築する。この
際、史料のデジタル画像に目録データを付与
し、検索・閲覧可能なデータベースとして研
究資源化をはかり、ひろく市民・研究者へ公
開する。また、9 つの重点研究プロジェクト
を設けて海外での補充調査を実施し、マルチ
リンガル、マルチアーカイヴァルな手法によ
る世界史的視座からの日本と日本史研究の
進展をはかるものとした。 
 
３．研究の方法 
デジタルアーカイヴズ構築班による目録

データ付与作業を実施し、多言語への対応、
最適化研究を進める。9 つの重点プロジェク
トチームによる在外日本関係史料の調査・研
究を遂行する。海外諸機関との共同研究を進
め、国際研究集会を開催して成果を発信する。 

４．これまでの成果 
1）デジタルアーカイヴズ構築については、
2017 年 3 月末現在、海外史料マイクロフィ
ルム 2739 本分すべてをアップロードし、こ
のうち 1814 本（約 107 万コマ、約 71％）に
ついて簡易目録による登録が完了し、すでに
東京大学史料編纂所の Hi-CAT Plus で公開
利用に供している（閲覧室端末からの公開）。
また、イギリス国立文書館所蔵英国外務省対
日一般外交文書（FO46）、ポルトガル国立公
文書館所蔵「モンスーン文書」およびオラン
ダ語史料の一部等について重点的に詳細目
録を付与している。FO46 の追加分や外務省
外交史料館が所蔵する「正続通信全覧」や「外
交公文」、前述の「モンスーン文書」、ハワイ
州立文書館所蔵ハワイ政府文書、中国第一歴
史档案館所蔵日本関係文書など、本研究で新
規に撮影・収集した史料画像約 37 万コマを
サーバへ追加し、Hi-CAT Plus での公開利用
を開始した。今後さらに収集済のドイツ、ロ
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シア所在日本関係史料約 12 万コマ以上の登
録作業が予定され、トータルで 200 万コマの
史料画像データが追加される見込みである。 
2）重点研究プロジェクトでは、①ロシア国
立歴史文書館、同海軍文書館との研究協力協
定を更新し、計 3 回の「日露関係史料をめぐ
る国際研究集会」を開催した。18 世紀以来の
貴重な海図類を含め、両館が所蔵する帝政ロ
シア政府史料のデジタル画像収集をおこな
った。海軍文書館所蔵日本関係史料解説目録
（追加分）を作成し、翻訳作業を完了した
（2017 年度刊行予定）。歴史文書館について
は、東アジア関係史料の目録化を進めている
（ロシアⅠ班）。ロシア科学アカデミー東洋
古籍文献研究所が所蔵する日本人商人とサ
ハリンアイヌとの交易帳簿の翻刻・ロシア語
翻訳の作業がほぼ完了し、刊行へ向けて最終
段階に入っている。アイヌとの交易帳簿では
最古の史料（1805～6 年）であり、サハリン
（樺太）では唯一の史料である（ロシアⅡ班）。
北海道大学谷本晃久准教授のチームでは、ロ
シアにおけるアジア博物館・露米会社旧蔵書
や樺太旧蔵書のコレクション形成史に取り
組んでいる。この成果の一端は、同大学のア
イヌ・先住民研究センターと共催の国際研究
集会（2016 年 7 月）で発表され、注目を集
めた（ロシアⅢ班）。 
②東京大学史料編纂所の古写真研究プロジ
ェクト（保谷代表）と連携し、日本・スイス
修好 150 年記念展示「日本を想う」開催（ヌ
ーシャテル市、2014 年 7 月～翌年 4 月）や
展示図録刊行に参加・協力した（引き続き写
真図録刊行予定）。また、フランス（ナダー
ルの肖像写真群）、オーストリア（写真家ブ
ルガー＆モーザー・コレクション）等におけ
る湿板写真ガラス原板の調査・収集（高精細
デジタル撮影）と解析を進め、その成果を順
次発表した。社会的注目も高い（古写真班）。
③中国国家博物館との倭寇図像をめぐる国
際共同研究の成果が、チームリーダー須田牧
子助教（東京大学史料編纂所）によって、図
録『描かれた倭寇「倭寇図巻」と「抗倭図巻」』
と論集『「倭寇図巻」「抗倭図巻」をよむ』に
まとめられた。ともに高い学術的評価をいた
だき、社会的な反響も大きかった。2015 年 4
月には、中国国家博物館副館長を招き、「倭
寇と倭寇図像をめぐる国際研究集会」を開催
している。中国第一歴史档案館等で調査研究
をおこなった、特任研究員彭浩氏の著作が第
85 回日経・経済図書文化賞を受賞している
（中国班）。④東京大学大学院法学政治学研
究科五百旗頭薫教授のチームにより、ドイツ
連邦文書館（ベルリン市）、同軍事文書館（フ
ライブルク市）等での史料調査の実施と複製
収集をおこない、収集史料約 8 万コマ分の
Hi-CAT Plus への搭載をはかっている（ドイ
ツ班）。⑤国立歴史民俗博物館原山浩介准教
授のチームにより、日本・ハワイ関係史やハ

ワイ移民史の欠落を埋めるべく、ハワイ王国
政府の公文書や大学アーカイヴズ、個人史料
の調査・研究を進めている。ハワイ州立文書
館が所蔵するハワイ政府外務省文書や内務
省移民関係史料約 7000 点をデジタル撮影で
収集した（ハワイ班）。⑥東京大学史料編纂
所岡美穂子准教授のチームにより、ポルトガ
ル国立公文書館と協定を締結し、インド副王
政府下で管理された行政文書群であるモン
スーン文書計 5.6 万コマのデジタル撮影デー
タを収集した。さらに 1640 年のマカオ使節
61 名が処刑された事件報告書を含むポルト
ガル国立考古学博物館所蔵史料約 2000 コマ
のデジタル撮影データ等を新たに入手した。
成果発表はまもなくである（南欧班）。 
 以上、各プロジェクトの研究は、すでに多
彩な研究成果を生み出すとともに、これまで
手薄だった各国・各地域での着実な史料収集
と研究の成果をあげている。 
 
５．今後の計画 
引き続き研究を続行し、海外史料等 200 万

コマ弱を追加したデジタルアーカイヴズの
完成と公開を目指す。この研究基盤の上に、
世界史的視座からの日本史研究の成果を発
表していく。 
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